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第１ 監査の概要 

 

 １ 監 査の種類   公の施設の指定管理者監査 

 ２ 監 査 対 象   特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会 

            シティプロモーション部観光交流課（指定管理に関する事務の所管所属） 

 ３ 事前調査期間   令和 ２年１２月２１日から令和 ３年 １月１７日まで 

 ４ 監 査 期 間   令和 ３年 １月１８日 

 ５ 監査対象年度   令和元年度 

 ６ 監査対象事項   施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

 ７ 監査の主な実施内容  四日市市監査基準に基づき、監査対象への聞き取り調査や過去の監

査結果を踏まえて、出納その他の事務の執行に内在するリスクを想定

し、リスク発現を防止するための対応策を確認するとともに、出納そ

の他の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、関係職員か

ら説明を聴取したうえで、諸帳簿等の抽出調査を行い、公の施設の指

定管理者に対しては、条例及び協定書等に沿って適切な管理が行われ

ているか、また、所管所属に対しては、公の施設の指定管理者への指

導監督が適切に行われているかにそれぞれ重点を置いて監査を実施し

た。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 指定管理者の概要 

名  称  特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会 

代 表 者 理事長 佐野 幸男 

住  所 四日市市日永西二丁目３番１２号 

 

 ２ 指定管理の内容 

施  設  名 四日市市営宮妻峡ヒュッテ 

所  在  地 四日市市水沢町字冠山２８番地 設置年月：昭和５３年３月 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理料 ３，６５５，９４３円（令和元年度） 

指定管理に 

係る収支状況 

(令和元年度) 

 収 入   ４，８３８，１０２円 

 支 出   ４，８３８，７５７円 

 収 支        △６５５円 
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利 用 実 績 

年間利用者数 ※Ｈ２９年度は台風による通行止めによる休館、Ｈ３０年

度は同理由の通行止めに加え工事による休館あり。 

 平成２９年度  ２８４人 

 平成３０年度  ４９５人（前年度比  ２１１人増） 

 令和元年度   ７６９人（前年度比  ２７４人増） 

 

 ３ 指定管理の業務範囲 

   ア 使用の許可、使用許可の取消し、特別の設備の設置許可、入場の制限等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収・減免・還付等に関すること。 

   ウ ヒュッテの施設、附属設備等の維持管理に関すること。 

エ その他、ヒュッテの運営に関すること。 

 

 ４ 収支状況 

                                      単位：円 

項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

利用料金収入 ７００，０００ ６６２，６６０ △３７，３４０ 

指定管理料 ３，５９７，０００ ３，５９７，０００ ０ 

指定管理料(コロナ

影響分) 
０ ５８，９４３ ５８，９４３ 

事業収入 ５０，０００ ２７，４００ △２２，６００ 

その他収入 ５３，０００ ５，８００ △４７，２００ 

繰越金 ４８６，２９９ ４８６，２９９ ０ 

収入 計 ４，８８６，２９９ ４，８３８，１０２ △４８，１９７ 

人件費 ２，１３０，０００ ２，７６９，０２９ ６３９，０２９ 

消耗品費 １００，０００ ５４，７９５ △４５，２０５ 

燃料費 ５０，０００ ３７，６９４ △１２，３０６ 

印刷製本費 ０ ０ ０ 

光熱水費 ３５０，０００ ２８７，２３９ △６２，７６１ 

修繕料 ２４６，０００ １７４，２０５ △７１，７９５ 

通信運搬費 １１４，０００ ８６，２０３ △２７，７９７ 

広告料 ２００，０００ ０ △２００，０００ 

手数料 ０ １，１８８ １，１８８ 

保険料 ４００，０００ ８２，２００ △３１７，８００ 

委託料 ７３０，０００ １，０４２，５１１ ３１２，５１１ 

賃借料 ０ ０ ０ 

その他(物品購入

費) 
０ １８９，２７０ １８９，２７０ 



- 3 - 

事業費(ソフト事業

等) 
５０，０００ １１４，４２３ ６４，４２３ 

一般管理費 ３０，０００ ０ △３０，０００ 

支出 計 ４，４００，０００ ４，８３８，７５７ ４３８，７５７ 

収  支 ４８６，２９９ △６５５ △４８６，９５４ 

 

第３ 監査の着眼点 

１ 想定されるリスクからの着眼点 

  事務事業におけるリスクについて事前調査でのリスク評価や聞き取りにより設定した。 

●指定管理者【特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会】 

 （１）公の施設が適切に管理されず、安全性が確保されないリスク 

（２）施設の使用許可、利用料金の徴収が、公平公正に、規定の手続に基づいて行われないリ

スク 

（３）施設の管理に係る収支会計処理が適切に行われないリスク 

●所管部局【シティプロモーション部観光交流課】 

（１）指定管理者の指定におけるリスク 

（２）指定管理者への指導監督が適正に行われないリスク 

（３）指定管理料の算定及び支出の手続におけるリスク 

 

２ ３Ｅ（経済性、有効性、効率性）・合規性等の視点からの着眼点 

   事務事業の合規性や正確性のみならず、経済性、有効性、効率性の視点等から設定した。 

 

第４ 監査の結果 

   上記の着眼点に基づき監査を行った結果、次のとおり、内在するリスクや事務の一部に是正

又は改善を要するものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意

するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく報告されたい。 

 

１ 想定されるリスクからの着眼点に着目して行った監査結果 

【特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会】 

（１）公の施設が適切に管理されず、安全性が確保されないリスク 

・ 施設が、関係法令、条例の定めるところにより、善良な管理者の注意をもって適切に管

理されず、安全性が不十分となっていないか。具体的には、法定点検が適法に実施されて

いるか、協定書等に基づく義務の履行は適切に行われているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× 建築物・建築設備等定期点検、消防用設備等の点検、浄化槽の点検といった法定点検、

清掃、修繕が必要となった箇所への対応等が適宜実施され、協定書等で定められた義務の

履行についても、所管部局の実査やヒアリングにより確認がなされている。しかし、協定
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書等の規定についての整理が不十分な部分もあり、管理業務に改善すべき点がみられた。 

 

意 見 

① ヒュッテ北側の法面が、樹木が少なく崩れやすい状態になっている。指定管理者は気

づいたことを積極的に所管部局に伝え、所管部局は関係課と協議を重ねて、安全でより

よい環境づくりを行うこと。 

 

② 外にあるトイレ付近のごみ、宿泊室の照明にたまっているごみが目に付くので、こま

めな清掃を行うこと。 

 

（２）施設の使用許可、利用料金の徴収が、公平公正に、規定の手続に基づいて行われないリ

スク 

・ 利用料金を指定管理者が設定する場合、あらかじめ市の承認を得ているか。また、施設

の使用許可、利用料金の収納や減免、還付等の手続が適正に行われているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× 消費税率の引上げに伴う利用料金額の変更に際し、宮妻峡ヒュッテの設置及び管理に関

する条例施行規則の規定に基づく事務処理が行われていなかった。適切な事務処理を行う

必要がある。 

  施設の使用許可等については、同規則に規定されている手続が適正に行われていた。 

 

（３）施設の管理に係る収支会計処理が適切に行われないリスク 

・ 施設の管理に係る収支会計処理は、証拠書類を整えた上で適切に行われているか。指定

管理者の団体としての業務に関する会計が、指定管理業務に関する会計とまとめて会計管

理されたり、指定管理料が団体としての業務の経費と混同されたりしていないか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 施設管理業務に係る経理と、団体としての業務に関する経理は明確に分けられており、

所管部局においても内容の確認は行われている。 

 

 【シティプロモーション部観光交流課】 

（１）指定管理者の指定におけるリスク 

ア 指定管理者の指定において、法、条例等に基づいた、適正・公正な指定が行われず、偏っ

た視点で指定されたり、当該施設の目的やコンセプトに沿った管理運営を行うにあたり不

適当な団体が指定されたりするリスクはないか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 指定管理者の指定の手続、指定管理業務の範囲等が条例に規定されており、これに基づ

き平成３０年度に公募を行ったところ、応募は当該団体のみであった。指定管理者選定委
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員会のヒアリング、審査の結果、当該団体が適正に指定管理者に選定され、議会の議決を

経て指定されている。 

 

イ 応募にあたっての参入障壁がなく、公平に機会が与えられているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 宮妻峡ヒュッテの設置及び管理に関する条例施行規則で規定されている、「自然と親しむ

健全な憩いの場を市民に提供する」という業務を行える団体に委託するため、自然環境保

全または観光振興の活動をしている団体であることを求めている以外は、市統一で規定さ

れた応募資格を要件としており、公平に機会は与えられていると考える。(応募団体１者) 

 

（２）指定管理者への指導監督が適正に行われないリスク 

・ 指定管理者への指導監督は適正に行われているか。モニタリング評価は適切に行われて

いるか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× 指定管理者から、月次報告書、年次報告書等を仕様書の規定通り受理し、ヒアリングや

協議も行ったり、適宜施設を訪れたりして、適切に業務の履行確認がなされていた。 

施設の利用料金について、消費税率の引上げに伴う利用料金額の変更に際し、宮妻峡

ヒュッテの設置及び管理に関する条例施行規則の規定に基づく事務処理が行われていな

かった。適切な事務処理を行う必要がある。 

モニタリング評価は、マニュアル及び実施手順書に基づき適切に行われていた。 

 

   意 見 

     モニタリングレポートに記載されているイベントの参加人数と、指定管理者から実績と

して報告されているイベントの参加人数に齟齬がみられたり、参加者の少なかったイベン

トをモニタリングレポートに記載していなかったりという状況があるが、いかがなものか。

記載方法について整理すること。 

 

（３）指定管理料の算定及び支出の手続におけるリスク 

・ 指定管理料は、年度協定書、仕様書等に定める指定管理業務内容を実施する上で適正な

金額を見積もって算定されているか。指定管理料の支出の手続は、年度協定書、仕様書等

に規定されたとおり行われているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× 指定管理料は、指定管理者の提案を前提に、必要な指定管理業務内容に見合うように算

定されていたものの、実際の運営にあたっては、自主事業の収入が計画通り見込めず厳し

い経営状況にある。指定管理者の指定にあたっては、自主事業の収益性について楽観的に

査定するのではなく、現実的な収益性を見込むべきである。 
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支出の際は、年度協定書、仕様書等で定めた手続がとられていた。 

 

２ ３Ｅ（経済性、有効性、効率性）等の視点からの着眼点に着目して行った監査結果 

 【特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会】 

  意 見 

① 予算流用について【住民福祉の向上の視点】 

年度当初に、ホームページのリニューアルを予定していたものの、大量発生したスズメ

バチの駆除に費用を要したため、ホームページのリニューアルが翌年度にずれ込んだとの

ことである。ホームページのリニューアルは、集客や利便性の向上のためのものであり、

スズメバチの駆除と同列に扱うのではなく、別途予算の確保を考えるべきではないか。 

 

② イベント等参加料について【経済性の視点】 

イベント等の参加料も、重要な収入である。材料費等必要なものは適切に受理するよう

にし、収支状況に負荷がかからないようにすること。 

 

③ イベント情報の周知について【有効性の視点】 

参加者の少なかったイベントもあるが、より多くの参加者を集められるよう、さらに広

く周知すること。 

 

④ 利用者のアンケートについて【有効性の視点】 

利用者のアンケートの自由意見欄について、満足したといった回答のみで、どういった

ところがよかったかが不明な回答もある。利用者の意見を反映するために、具体的な意見

を書いてもらえるようなフォーマットにすること。 

 

⑤ 利用者のニーズの変化への対応について【住民福祉の向上の視点】 

ア 施設の古さにもかかわらず全体的に綺麗に管理されているが、少し殺風景に感じられ

る。花を飾るなど、工夫してほしい。 

 

イ 利用者アンケートでは、Ｗｉ-Ｆｉ環境やお湯が使えないなどの不満もみられる。ファ

ミリー層へのサービス向上とそれに伴う対価の確保等、指定管理者としての気づきを積

極的に市に伝えていってもらいたい。 

 

 【シティプロモーション部観光交流課】 

  意 見 

① 収益向上のための仕組みについて【経済性の視点】 

施設設置当初から、利用料金がほとんど変更されていないが、物価の変動や社会情勢の

変化を反映させることを検討すること。また、魅力ある自然環境をいかすとともに、山ガー

ルの増加等、利用者の属性の変化といった時代の流れをくんで、浴室やトイレ、宿泊室を

男女別にするなど、女性客も安心して使える環境整備に取り組み、収益を上げるしくみを

研究すること。 
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② 非常時の対策について【住民福祉の向上の視点】 

台風等の災害で道路がふさがれた時に、徒歩で下山できる道の整備等を含め、緊急時の

体制の確立や安全管理の整備は、最悪の事態を想定して対策を行うこと。しばらく下山で

きない事態が生じたときのために、備蓄食料についても検討すること。 

 

 【特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会・シティプロモーション部観光交流課】 

  意 見 

① 本市の恵まれた自然環境のプロモーションについて【経済性の視点】 

利用者のアンケートでは、多くの人が満足しているが、さらなる環境整備等のサービス

向上を求める意見もある。そのニーズに対応するとともに、指定管理者としての収支のみ

でなく、自然環境に恵まれた市内唯一の施設として、市のＰＲにも活用していくなど、宮

妻峡の観光資源としての経済効果をより強く意識して整備を行うことが必要である。ハー

ド、ソフト両面で、さらに投資する価値のある環境であると考える。 
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第１ 監査の概要 

 

 １ 監 査の種類   公の施設の指定管理者監査 

 ２ 監 査 対 象   公益財団法人ささえあいのまち創造基金 

            市民文化部市民協働安全課（指定管理に関する事務の所管所属） 

 ３ 事前調査期間   令和 ２年１２月１７日から令和 ３年 １月１７日まで 

 ４ 監 査 期 間   令和 ３年 １月１８日 

 ５ 監査対象年度   令和元年度 

 ６ 監査対象事項   施設の管理運営に関する事務及び出納その他の事務 

 ７ 監査の主な実施内容  四日市市監査基準に基づき、監査対象への聞き取り調査や過去の監

査結果を踏まえて、出納その他の事務の執行に内在するリスクを想定

し、リスク発現を防止するための対応策を確認するとともに、出納そ

の他の事務の執行状況について、関係資料の提出を求め、関係職員か

ら説明を聴取したうえで、諸帳簿等の抽出調査を行い、公の施設の指

定管理者に対しては、条例及び協定書等に沿って適切な管理が行われ

ているか、また、所管所属に対しては、公の施設の指定管理者への指

導監督が適切に行われているかにそれぞれ重点を置いて監査を実施し

た。 

 

第２ 監査対象の概要 

 

 １ 指定管理者の概要 

名  称  公益財団法人ささえあいのまち創造基金 

代 表 者 代表理事 松井 眞理子 

住  所 四日市市萱生町１２００番地 

 

 ２ 指定管理の内容 

施  設  名 四日市市なやプラザ(市民活動センター・なや学習センター) 

所  在  地 四日市市蔵町４番１７号 設置年月：平成１１年５月 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

指定管理料 １７，０５２，０００円（令和元年度） 

指 定 管 理 に 

係る収支状況 

(令和元年度) 

 収 入   ２４，８３３，７７９円 

 支 出   ２２，８６４，２５５円 

 収 支    １，９６９，５２４円 
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利 用 実 績 

年間利用者数 

 平成２９年度  ５１，５０７人 

 平成３０年度  ５７，４０２人（前年度比  ５，８９５人増） 

 令和元年度   ５１，７４５人（前年度比  ５，６５７人減） 

 

 ３ 指定管理の業務範囲 

  市民活動センター 

   ア 四日市市市民活動センター条例に規定する事業の実施に関すること。 

   イ 施設等の維持管理に関すること。 

ウ その他、センターの運営に関すること。 

  なや学習センター 

   ア 使用の許可、使用許可の取消し、特別の設備の設置許可、入場の制限等に関すること。 

   イ 利用料金の徴収・減免・還付等に関すること。 

   ウ 施設等の維持管理に関すること。 

エ その他、四日市市なや学習センター条例に規定する事業に関すること。 

 

 ４ 収支状況 

                                      単位：円 

項 目 実施計画（a） 実績額（b） 比較増減（b）－（a） 

利用料金収入(貸

室) 
６，１００，０００ ６，１４２，９００ ４２，９００ 

利用料金収入(その

他) 
９９２，０００ １，１３４，０５３ １４２，０５３ 

指定管理料 １７，０５２，０００ １７，０５２，０００ ０ 

自主事業収入(講

座) 
１００，０００ １９７，３００ ９７，３００ 

自主事業収入(その

他) 
１２０，０００ ３０７，５２６ １８７，５２６ 

繰越金 ２，５６３ ２，５６３ ０ 

収入 計 ２４，３６６，５６３ ２４，８３６，３４２ ４６９，７７９ 

人件費 １４，２７９，０００ １３，３１３，０８８ △９６５，９１２ 

消耗品費 ３１０，０００ ４１１，７４０ １０１，７４０ 

燃料費 ８０，０００ ０ △８０，０００ 

印刷製本費 １５０，０００ ６８，８０８ △８１，１９２ 

光熱水費 ２，２００，０００ １，９６５，４１５ △２３４，５８５ 

修繕料 ２００，０００ ２１８，０７５ １８，０７５ 

通信運搬費 ２００，０００ ２３１，０４６ ３１，０４６ 

広告料 ０ ０ ０ 
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手数料 １５，０００ ４１５，４１４ ４００，４１４ 

保険料 ２０，０００ １２，６８０ △７，３２０ 

委託料 １，７５０，０００ ２，１４６，５４８ ３９６，５４８ 

賃借料 ３０，０００ １６７，４００ １３７，４００ 

その他管理費 １，３１６，０００ １，０１９，０００ △２９７，０００ 

事業費(ソフト事業

等) 
８００，０００ ６１７，０６９ △１８２，９３１ 

一般管理費 ３，０１４，０００ ２，２７７，９７２ △７３６，０２８ 

支出 計 ２４，３６４，０００ ２２，８６４，２５５ △１，４９９，７４５ 

収  支 ０ １，９６９，５２４ １，９６９，５２４ 

 

第３ 監査の着眼点 

１ 想定されるリスクからの着眼点 

  事務事業におけるリスクについて事前調査でのリスク評価や聞き取りにより設定した。 

●指定管理者【公益財団法人ささえあいのまち創造基金】 

 （１）公の施設が適切に管理されず、安全性が確保されないリスク 

（２）施設の使用許可、利用料金の徴収が、公平公正に、規定の手続に基づいて行われないリ

スク 

（３）施設の管理に係る収支会計処理が適切に行われないリスク 

●所管部局【市民文化部市民協働安全課】 

（１）指定管理者の指定におけるリスク 

（２）指定管理者への指導監督が適正に行われないリスク 

（３）指定管理料の算定及び支出の手続におけるリスク 

 

２ ３Ｅ（経済性、有効性、効率性）・合規性等の視点からの着眼点 

   事務事業の合規性や正確性のみならず、経済性、有効性、効率性の視点等から設定した。 

 

第４ 監査の結果 

   上記の着眼点に基づき監査を行った結果、次のとおり、内在するリスクや事務の一部に是正

又は改善を要するものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意

するとともに、その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく報告されたい。 

 

１ 想定されるリスクからの着眼点に着目して行った監査結果 

【公益財団法人ささえあいのまち創造基金】 

（１）公の施設が適切に管理されず、安全性が確保されないリスク 

・ 施設が、関係法令、条例の定めるところにより、善良な管理者の注意をもって適切に管

理されず、安全性が不十分となっていないか。具体的には、法定点検が適法に実施されて

いるか、協定書等に基づく義務の履行は適切に行われているか。 
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   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× エレベーター設備保守点検、建築物・建築設備等定期点検、消防用設備等の点検、消火

器保守点検といった法定点検、清掃、修繕が必要となった箇所への対応等が適宜実施され、

協定書等で定められた義務の履行についても、所管部局の実査やヒアリングにより確認が

なされている。しかし、協定書等の規定についての整理が不十分な部分もあり、管理業務

に改善すべき点がみられた。 

 

指 摘 

  会議室等のキャビネットが、固定されていない。地震対策の視点でチェックし、対応す

ること。 

 

意 見 

① 垂直式救助袋の落下地点に木枝があったり、道路に木枝が張り出していたりする。仕

様書に定める、適切な樹木の管理内容について、具体的に、実態を見て整理し、安全管

理に支障が出ないよう、また近隣住民の迷惑にならないよう管理すること。 

 

② 建物内は、わかりやすいレイアウトに整備され、整理整頓も行われている。一方で、

建物の外では、朽ち果てた百葉箱や使用していない植木鉢等、要不要が不明なものが放

置されており、事故やいたずらを誘発する可能性のある状況がみられた。建物外の清掃、

安全管理や整理整頓についても、指定管理者がすべきことについては、適切な管理を行

うこと。 

 

③ 管理する樹木の中にキョウチクトウがあるが、キョウチクトウは毒性があるので、特

に注意して管理すること。 

 

（２）施設の使用許可、利用料金の徴収が、公平公正に、規定の手続に基づいて行われないリ

スク 

・ 利用料金を指定管理者が設定する場合、あらかじめ市の承認を得ているか。また、施設

の使用許可、利用料金の収納や減免、還付等の手続が適正に行われているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 指定管理期間開始当初、消費税率の引上げに伴う利用料金額の変更及び利用料金の還付

額の決定に際し、なや学習センター条例施行規則第１１条第１項並びに第１４条第１項及

び第２項の規定に基づき適正な事務処理が行われていた。 

  施設の使用許可についても、同規則第７条第１項に規定された手続が行われていた。 

 

（３）施設の管理に係る収支会計処理が適切に行われないリスク 

・ 施設の管理に係る収支会計処理は、証拠書類を整えた上で適切に行われているか。指定

管理者の団体としての業務に関する会計が、指定管理業務に関する会計とまとめて会計管
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理されたり、指定管理料が団体としての業務の経費と混同されたりしていないか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 施設管理業務に係る経理と、団体としての業務に関する経理は明確に分けられており、

所管部局においても内容の確認は行われている。 

 

 【市民文化部市民協働安全課】 

（１）指定管理者の指定におけるリスク 

ア 指定管理者の指定において、法、条例等に基づいた、適正・公正な指定が行われず、偏っ

た視点で指定されたり、当該施設の目的やコンセプトに沿った管理運営を行うにあたり不

適当な団体が指定されたりするリスクはないか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 指定管理者の指定の手続、指定管理業務の範囲等が条例に規定されており、これに基づ

き平成３０年度に公募を行ったところ、応募は当該団体のみであった。指定管理者選定委

員会のヒアリング、審査の結果、当該団体が適正に指定管理者に選定され、議会の議決を

経て指定されている。 

 

イ 応募にあたっての参入障壁がなく、公平に機会が与えられているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 指定管理者の募集に際して、市としては、市内の市民活動団体同士を横につなぐ中間支

援機能を期待し、市民活動センター条例に基づき、市内に所在地がある市民活動団体等を

対象とした募集を行っている。市内で活動する複数の中間支援団体すべてが応募可能であ

ることから、公平に機会は与えられていると考える。(応募団体１者) 

 

（２）指定管理者への指導監督が適正に行われないリスク 

・ 指定管理者への指導監督は適正に行われているか。モニタリング評価は適切に行われて

いるか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

× 指定管理者から、月次報告書、年次報告書等を仕様書の規定通り受理し、ヒアリングや

協議も行ったり、適宜施設を訪れたりして、適切に業務の履行確認がなされていたが、一

部支出科目に誤りがあった。また、消防倉庫周辺や、防犯外灯の管理について、指定管理

者と市の管理区分が不明確なところがみられる。 

施設の利用料金について、なや学習センター条例施行規則の規定に基づき適正に承認さ

れていた。 

モニタリング評価は、マニュアル及び実施手順書に基づき適切に行われていた。 
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   意 見 

① 事業収支報告について、職員用の茶葉にかかる費用が人件費に計上されていた。市は、

事業報告の際に、適切な支出科目となっているか確認を怠らないこと。 

 

    ② 防犯外灯等は指定管理業務の対象かなど、管理対象の整理が不十分なところが見受け

られた。再度、指定管理の内容について精査すること。 

 

（３）指定管理料の算定及び支出の手続におけるリスク 

・ 指定管理料は、年度協定書、仕様書等に定める指定管理業務内容を実施する上で適正な

金額を見積もって算定されているか。指定管理料の支出の手続は、年度協定書、仕様書等

に規定されたとおり行われているか。 

 

   リスク発現の可能性（○予防策あり、△可能性あり、×発現） 

○ 指定管理料は、必要な指定管理業務内容に見合うように算定されていた。指定管理料の 

支出の際は、年度協定書、仕様書等で定めた手続がとられていた。 

 

２ ３Ｅ（経済性、有効性、効率性）等の視点からの着眼点に着目して行った監査結果 

 【公益財団法人ささえあいのまち創造基金】 

  意 見 

① 非常時への備えについて【住民福祉の向上の視点】 

非常時のための避難訓練は実施されているものの、大型の消火器や垂直式救助袋等の使

い方を施設の職員が把握していない。非常時に使用する道具の使い方についても訓練し、

非常時を想定したシミュレーションを行って、緊急時に即時に使えるようにしておくこと。 

 

② 事業に要する費用の適切な支出について【合規性の視点】 

     業務に使用する車の燃料費について、個人の負担とならないよう、必要な費用について 

は適切に支出すること。 

 

③ 多様な利用者への対応について【住民福祉の向上の視点】 

手話や筆談、車いす等が必要な利用者や、外国人利用者への対応について、そのスキル

を引き続き職員の間で共有していくこと。 

 

④ 事業の周知について【有効性の視点】 

地域のプレーヤーを育てるということは、市全体の力の底上げになるので、市民活動に

意欲のある人のバックアップにぜひ引き続き力を入れてほしい。この事業がまだ広く周知

されているとはいえず、特に施設から離れた場所に住む市民にはあまり届いていないので、

よりいっそう周知に取り組むこと。 

 

 【市民文化部市民協働安全課】 

  意 見 
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① 指定管理における貸与備品の取扱いについて【合規性の視点】 

市では、取得価格二万円未満であっても備品とする物品についての規定が変更となった

が、協定書にはそれが反映されていない。協定書での備品の内容と、市の会計規則での備

品との混同をさけるため、貸与品等に表記を改めること。 

 

② 不要となった備品の処分について【住民福祉の向上の視点】 

旧式で、備品台帳から削除されたＰＣが廃棄されずに放置されていた。不要なものはす

みやかに処分すること。 


